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(57)【要約】
【課題】透光性のカバーで覆われた標準物質の外径を正 
確に計測できるテストピースを提供する。
【解決手段】テストピース１は、台紙３に固定された標 
準物質２と、台紙３及び標準物質２を覆う透光性の上側 
カバー５及び下側カバー６を有する。上側カバー５は、 
測定方向から見た平面視で標準物質２よりも大きい平坦 
部７と、平坦部７の外周縁に連続する側周部８を有する 
。標準物質２は、側周部８から離間した中央位置に固定 
されている。反射光で標準物質の外形を測定する場合に 
は、標準物質で反射した光は、側周部８を透過して屈折 
することなく平坦部７のみを透過して直進するため、標 
準物質２の外形を正確に測定することができる（図４） 
。
【選択図】図１

審査請求　未請求　請求項の数　7　　ＯＬ　（全13頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 Ｘ 線 検 査 装 置 に よ る 異 物 検 出 の 精 度 を 確 認 す る た め の テ ス ト ピ ー ス （ １ ， １ ａ ， ２ １ ，  
３ １ ） で あ っ て 、
　 所 定 の 材 料 に よ っ て 所 定 の 形 状 に 形 成 さ れ た 標 準 物 質 （ ２ ） と 、
　 前 記 標 準 物 質 を 覆 う 部 分 に 前 記 標 準 物 質 よ り も 大 き い 平 坦 部 （ ７ ） が 設 け ら れ た 透 光 性  
の カ バ ー （ ５ ， ６ ） と 、
　 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る テ ス ト ピ ー ス （ １ ， １ ａ ， ２ １ ， ３ １ ） 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 平 坦 部 （ ７ ） と 交 差 す る 測 定 方 向 か ら 見 た 前 記 平 坦 部 の 大 き さ が 、 前 記 測 定 方 向 か  
ら 見 た 前 記 標 準 物 質 （ ２ ） の 外 形 よ り も 大 き い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の テ ス ト  
ピ ー ス （ １ ， １ ａ ， ２ １ ， ３ １ ） 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 標 準 物 質 （ ２ ） は 、 前 記 平 坦 部 （ ７ ） の 外 周 に 連 続 す る 側 周 部 （ ８ ） か ら 離 間 し た  
位 置 に 固 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の テ ス ト ピ ー ス （ １ ， ２ １ ， ３ １  
） 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 標 準 物 質 （ ２ ） は 、 前 記 側 周 部 （ ８ ） の 中 央 に 固 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請  
求 項 ３ に 記 載 の テ ス ト ピ ー ス （ １ ， ２ １ ， ３ １ ） 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 カ バ ー （ ５ ， ６ ） は 、 平 板 状 の 第 １ 部 材 （ ６ ） と 、 前 記 側 周 部 （ ８ ） と 前 記 平 坦 部  
（ ７ ） が 形 成 さ れ た 第 ２ 部 材 （ ５ ） と に よ っ て 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４  
に 記 載 の テ ス ト ピ ー ス （ １ ， ２ １ ， ３ １ ） 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 平 坦 部 （ ７ ） と 対 面 す る よ う に 前 記 第 １ 部 材 （ ６ ） と 前 記 第 ２ 部 材 （ ７ ） の 間 に 挟  
持 さ れ た 基 体 （ ３ ） を さ ら に 有 し 、 前 記 標 準 物 質 （ ２ ） は 前 記 基 体 に 固 定 さ れ て い る こ と  
を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の テ ス ト ピ ー ス （ １ ， ２ １ ， ３ １ ） 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 標 準 物 質 （ ２ ） は 前 記 平 坦 部 （ ７ ） と 対 面 す る よ う に 前 記 第 １ 部 材 （ ６ ） に 固 定 さ  
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の テ ス ト ピ ー ス （ ２ １ ） 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 透 光 性 の カ バ ー で 標 準 物 質 を 覆 っ た 構 造 を 備 え て お り 、 Ｘ 線 検 査 装 置 に よ る  
異 物 検 出 の 精 度 を 確 認 す る た め の テ ス ト ピ ー ス に 係 り 、 特 に 、 カ バ ー 外 か ら 標 準 物 質 の 外  
形 を 正 確 に 計 測 で き る テ ス ト ピ ー ス に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 被 検 査 物 に 混 入 し た 異 物 を Ｘ 線 検 査 装 置 に よ っ て 検 出 す る 作 業 で は 、 異 物 の 検 出 精 度 を  
確 認 す る た め に テ ス ト ピ ー ス が 使 用 さ れ て い る 。 具 体 的 に は 、 所 定 の 材 質 、 外 形 （ 形 状 、  
外 径 等 ） の 標 準 物 質 を 透 光 性 の カ バ ー で 覆 っ た 構 造 の テ ス ト ピ ー ス を 被 検 査 物 に 付 し て Ｘ  
線 検 査 装 置 で Ｘ 線 検 査 を 行 な い 、 そ の Ｘ 線 透 過 画 像 に お け る 標 準 物 質 の 表 れ 方 （ 写 り 方 ）  
に よ っ て 検 出 可 能 な 異 物 の サ イ ズ 等 を 確 認 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 下 記 特 許 文 献 １ に は 、 こ の よ う な テ ス ト ピ ー ス の 発 明 が 開 示 さ れ て い る 。
　 こ の テ ス ト ピ ー ス （ 特 許 文 献 １ で は 試 験 体 １ ０ ） は 、 種 々 の 外 径 を 有 す る 複 数 個 の 球 形  
の 標 準 物 質 （ 特 許 文 献 １ で は サ ン プ ル １ １ ａ 等 ） と 、 こ れ ら 標 準 物 質 を 覆 う 透 光 性 の カ バ  
ー （ 特 許 文 献 １ で は ラ ミ ネ ー ト フ ィ ル ム １ ３ ａ ， １ ３ ｂ ） を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 下 記 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た テ ス ト ピ ー ス は 、 複 数 個 の 標 準 物 質 を 有 す る 多 連 タ イ プ で  
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あ り 、 そ の 一 例 を 図 ９ に 示 す 。 こ の テ ス ト ピ ー ス １ ０ ０ は 、 台 紙 １ ０ １ と 、 台 紙 １ ０ １ の  
上 に 一 列 に 取 り つ け ら れ た 複 数 個 の 球 形 の 標 準 物 質 １ ０ ２ と 、 各 標 準 物 質 １ ０ ２ を 覆 う 複  
数 個 の 半 球 状 （ 又 は 砲 弾 状 ） の 収 容 部 １ ０ ３ が 一 列 に 形 成 さ れ た 上 側 カ バ ー １ ０ ４ と 、 平  
板 状 の 下 側 カ バ ー １ ０ ５ を 備 え て い る 。 複 数 個 の 標 準 物 質 １ ０ ２ は 、 そ の 外 径 が 互 い に 異  
な っ て お り 、 外 径 の 大 き さ の 順 に 並 ん で い る 。 上 側 カ バ ー １ ０ ４ の 複 数 の 収 容 部 １ ０ ３ は  
、 各 標 準 物 質 １ ０ ２ の 外 径 と 対 応 す る よ う に 内 径 が 定 め ら れ て お り 、 内 径 の 大 き さ の 順 に  
並 ん で い る 。 そ し て 、 各 標 準 物 質 １ ０ ２ が 、 対 応 す る 内 径 の 収 容 部 １ ０ ３ に 収 容 さ れ る よ  
う に 、 標 準 物 質 １ ０ ２ を 取 り つ け た 台 紙 １ ０ １ を 上 側 カ バ ー １ ０ ４ と 下 側 カ バ ー １ ０ ５ で  
挟 み 、 上 側 カ バ ー １ ０ ４ と 下 側 カ バ ー １ ０ ５ の 外 周 縁 部 を ヒ ー ト シ ー ル し て 一 体 化 す れ ば  
、 大 き さ の 順 に 並 べ ら れ た 外 径 が 異 な る 複 数 個 の 標 準 物 質 １ ０ ２ を カ バ ー １ ０ ４ ， １ ０ ５  
で 覆 っ た 構 造 の テ ス ト ピ ー ス １ ０ ０ が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 テ ス ト ピ ー ス に は 、 標 準 物 質 が １ 個 で あ る 単 品 タ イ プ も あ り 、 そ の 一 例 を 図 １ ０ に 示 す  
。 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 単 品 タ イ プ の テ ス ト ピ ー ス ２ ０ ０ は 、 台 紙 ２ ０ １ と 、 台 紙 ２ ０ １  
の 上 に 取 り つ け た 球 形 の 標 準 物 質 ２ ０ ２ と 、 標 準 物 質 ２ ０ ２ を 覆 う 半 球 状 （ 又 は 砲 弾 状 ）  
の 収 容 部 ２ ０ ３ が 形 成 さ れ た 上 側 カ バ ー ２ ０ ４ と 、 平 板 状 の 下 側 カ バ ー ２ ０ ５ を 備 え て お  
り 、 上 側 カ バ ー ２ ０ ４ と 下 側 カ バ ー ２ ０ ５ は 台 紙 ２ ０ １ を 挟 ん で 外 周 縁 部 で 一 体 化 さ れ て  
い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 単 品 タ イ プ の テ ス ト ピ ー ス ２ ０ ０ を 製 造 す る 場 合 に は 、 図 １ １ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 標  
準 物 質 ２ ０ ０ を 取 り つ け た 台 紙 ２ ０ １ を 下 側 カ バ ー ２ ０ ５ の 上 に 配 置 し 、 標 準 物 質 ２ ０ ２  
が 収 容 部 ２ ０ ３ に 覆 わ れ る よ う に 上 側 カ バ ー ２ ０ ４ を 台 紙 ２ ０ １ の 上 に 被 せ 、 図 １ １ （ ｂ  
） に 示 す よ う に 、 上 側 カ バ ー ２ ０ ４ と 下 側 カ バ ー ２ ０ ５ の 外 周 縁 部 を 加 熱 圧 着 装 置 ３ ０ ０  
で 挟 持 し て ヒ ー ト シ ー ル す れ ば よ い 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 願 ２ ０ ２ ０ － ４ ６ ３ ４ ２ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 テ ス ト ピ ー ス は Ｘ 線 検 査 装 置 に よ る 異 物 検 出 の 精 度 を 確 認 す る た め の 重 要 な ツ ー ル で あ  
る 。 こ の た め 、 カ バ ー に 覆 わ れ た 標 準 物 質 は 、 そ の 外 形 が 定 め ら れ た 所 定 の 形 状 、 外 径 等  
と な る よ う 正 確 に 製 造 さ れ て い る 必 要 が あ る 。 例 え ば 標 準 物 質 が 球 形 で あ る 場 合 、 仮 に 、  
カ バ ー 又 は 台 紙 に 表 示 さ れ た 標 準 物 質 の 外 径 と 、 実 際 に カ バ ー に 覆 わ れ て い る 標 準 物 質 の  
外 径 が 異 な る と 、 Ｘ 線 透 過 画 像 に よ る 異 物 検 出 の 精 度 を 保 証 す る こ と が で き な く な る 可 能  
性 が あ る 。 ま た 、 テ ス ト ピ ー ス が 前 述 し た 多 連 タ イ プ で あ れ ば 、 複 数 の 標 準 物 質 の 各 外 径  
が 正 し く 、 か つ 各 標 準 物 質 が 大 き さ の 順 に 並 べ ら れ て い る 必 要 が あ る 。 仮 に 、 複 数 の 標 準  
物 質 の 各 外 径 が 正 し く て も 、 標 準 物 質 を 台 紙 上 に 並 べ る 際 に 位 置 の 入 れ 違 い が あ り 、 複 数  
の 標 準 物 質 が 大 き さ の 順 に 並 べ ら れ て い な い と 、 Ｘ 線 透 過 画 像 に 表 れ た 標 準 物 質 の 画 像 を  
誤 っ て 評 価 す る 事 態 が 想 起 さ れ 、 こ の 場 合 も ま た 、 Ｘ 線 透 過 画 像 に よ る 異 物 検 出 の 精 度 を  
保 証 す る こ と が で き な く な る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ こ で 、 テ ス ト ピ ー ス を 用 い た Ｘ 線 検 査 装 置 に よ る 異 物 検 出 の 精 度 を 保 証 す る た め に 、  
テ ス ト ピ ー ス が 正 規 の 製 品 と し て 製 造 さ れ て い る か を 確 認 す る 作 業 が 、 製 造 時 点 に お い て  
実 施 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 標 準 物 質 を 覆 う 上 側 カ バ ー と 下 側 カ バ ー の 外 周 縁 部 を ヒ ー ト  
シ ー ル し て テ ス ト ピ ー ス の 製 造 工 程 が 完 了 し た 後 に 、 カ バ ー の 外 側 か ら 標 準 物 質 の 外 径 を  
測 定 し て 確 認 す る の が 一 般 的 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ ２ は 、 テ ス ト ピ ー ス ２ ０ ０ の 上 側 カ バ ー ２ ０ ４ の 側 か ら カ メ ラ で 標 準 物 質 ２ ０ ２ を  
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撮 影 し て 、 そ の 外 径 を 計 測 す る 手 法 を 示 す 図 で あ る 。 図 １ ２ に お い て 、 図 示 し な い カ メ ラ  
は 撮 影 方 向 を 下 向 き と し て テ ス ト ピ ー ス ２ ０ ０ の 収 容 部 ２ ０ ３ の 上 方 に 配 置 さ れ て お り 、  
下 方 の 標 準 物 質 ２ ０ ２ を 収 容 部 ２ ０ ３ 越 し に 撮 影 し て い る 。 テ ス ト ピ ー ス ２ ０ ０ の 周 囲 か  
ら 標 準 物 質 ２ ０ ２ に 来 る 光 は 標 準 物 質 ２ ０ ２ で 反 射 し て 周 囲 の あ ら ゆ る 方 向 に 反 射 し て い  
る が 、 カ メ ラ は 、 図 中 の 縦 方 向 の 矢 印 で 示 す 上 向 き に 反 射 し て く る 光 を 捉 え て 標 準 物 質 ２  
０ ２ を 撮 影 す る 。 こ の 際 、 標 準 物 質 ２ ０ ２ で 反 射 し て カ メ ラ に 向 か う 光 の 少 な く と も 一 部  
は 、 図 中 の 縦 方 向 の 矢 印 で 示 す よ う に 、 上 側 カ バ ー ２ ０ ４ の 収 容 部 ２ ０ ３ を 透 過 す る 際 に  
屈 折 し て 経 路 が 変 化 す る た め 、 撮 影 し た 標 準 物 質 ２ ０ ２ の 外 径 が 実 寸 よ り も 大 き い 長 さ Ｄ  
Ｆ と し て 測 定 さ れ る 場 合 が あ っ た 。 こ の よ う に 、 従 来 の テ ス ト ピ ー ス ２ ０ ０ に お い て 、 反  
射 光 を 用 い て 標 準 物 質 ２ ０ ２ の 外 径 を 正 確 に 計 測 す る こ と は 難 し い 場 合 が あ る と い う 問 題  
点 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ ３ は 、 テ ス ト ピ ー ス ２ ０ ０ の 下 側 カ バ ー ２ ０ ５ の 下 方 か ら 光 を 上 向 き に 照 射 し 、 上  
側 カ バ ー ２ ０ ４ の 収 容 部 ２ ０ ３ の 上 方 に 下 向 き で 配 置 し た カ メ ラ に よ っ て 標 準 物 質 ２ ０ ２  
を 撮 影 し 、 そ の 外 径 を 計 測 す る 手 法 を 示 す 図 で あ る 。 図 １ ３ （ ｂ ） に お い て 、 上 向 き の 矢  
印 で 示 す よ う に 、 テ ス ト ピ ー ス ２ ０ ０ の 下 方 か ら 上 方 に 向 け て 照 射 さ れ た 光 は 、 テ ス ト ピ  
ー ス ２ ０ ０ の 透 過 光 と し て カ メ ラ に よ り 撮 影 さ れ る 。 こ こ で 透 過 光 の 少 な く と も 一 部 は 、  
図 中 の 矢 印 で 示 す よ う に 上 側 カ バ ー ２ ０ ４ の 収 容 部 ２ ０ ３ を 透 過 す る 際 に 屈 折 し て 経 路 が  
変 化 す る た め 、 図 １ ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 上 側 カ バ ー ２ ０ ４ の 半 球 状 の 収 容 部 ２ ０ ３ に  
よ っ て 生 成 さ れ る 環 状 の 影 Ｓ １ の 内 縁 と 、 標 準 物 質 ２ ０ ２ に よ っ て 生 成 さ れ る 円 形 の 影 Ｓ  
２ の 外 縁 が 互 い に 重 な る 場 合 が あ る た め 、 標 準 物 質 ２ ０ ２ の 外 縁 又 は 輪 郭 が 画 像 か ら 認 識  
し に く く な る こ と が あ っ た 。 こ の よ う に 、 従 来 の テ ス ト ピ ー ス ２ ０ ０ に お い て 、 透 過 光 を  
用 い て 標 準 物 質 ２ ０ ２ の 外 径 を 正 確 に 計 測 す る に は 困 難 が 伴 う 場 合 が あ る と い う 問 題 点 が  
あ っ た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の た め 、 テ ス ト ピ ー ス の 製 造 工 程 が 完 了 し た 後 で は な く 、 テ ス ト ピ ー ス の 製 造 工 程 の  
途 中 で 標 準 物 質 の 外 径 を 測 定 す る こ と も 考 え ら れ る 。 例 え ば 、 上 側 カ バ ー と 下 側 カ バ ー を  
ヒ ー ト シ ー ル す る 作 業 の 前 工 程 で 、 台 紙 上 に 配 置 し た 標 準 物 質 を 直 接 カ メ ラ で 撮 影 す る こ  
と も 考 え ら れ る 。 し か し な が ら 、 こ れ で は 、 製 造 工 程 が 単 に 一 工 程 増 加 す る だ け で は な く  
、 通 常 の 製 造 工 程 の 途 中 に 検 査 工 程 を 挟 む た め に 製 造 ラ イ ン の 再 配 置 が 必 要 と な り 、 ま た  
製 造 途 中 で あ っ て カ バ ー で 覆 わ れ て い な い 標 準 物 質 の 取 り 扱 い 乃 至 搬 送 等 に つ い て は 、 標  
準 物 質 の 紛 失 や 取 り 間 違 え 、 さ ら に 汚 染 等 に 関 し て も 特 段 の 配 慮 が 必 要 と な る た め 、 非 常  
に 煩 雑 と な る こ と が 予 想 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 次 に 、 正 規 に 製 造 さ れ た テ ス ト ピ ー ス で あ っ て も 、 Ｘ 線 検 査 装 置 に よ る 異 物 検 査 に お い  
て 使 用 さ れ る テ ス ト ピ ー ス の 標 準 物 質 が 、 検 査 の 基 準 に 適 合 し た 外 径 の も の で あ る か 否 か  
を 定 期 的 （ 例 え ば １ 年 に １ 回 ） に 確 認 す る こ と が 求 め ら れ る 場 合 が あ る 。 そ の よ う な 場 合  
に は 、 図 １ ２ 及 び 図 １ ３ を 参 照 し て 説 明 し た よ う に 、 反 射 光 又 は 透 過 光 を 用 い て カ バ ー 越  
し に 標 準 物 質 ２ ０ ２ の 外 径 を 測 定 し て 基 準 に 適 合 し て い る か 否 か を 確 認 す る こ と に な る が  
、 上 述 し た よ う に 上 側 カ バ ー ２ ０ ４ の 収 容 部 ２ ０ ３ に よ り 光 が 屈 折 す る た め 、 こ の 場 合 に  
も 、 正 確 な 測 定 が 困 難 で あ る 場 合 が あ る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 は 、 以 上 説 明 し た 従 来 の 技 術 に お け る 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ っ  
て 、 透 光 性 の カ バ ー で 覆 わ れ た 標 準 物 質 の 外 径 を 正 確 に 計 測 で き る テ ス ト ピ ー ス を 提 供 す  
る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た テ ス ト ピ ー ス １ ， １ ａ ， ２ １ ， ３ １ は 、
　 Ｘ 線 検 査 装 置 に よ る 異 物 検 出 の 精 度 を 確 認 す る た め の テ ス ト ピ ー ス １ ， １ ａ ， ２ １ ， ３  
１ で あ っ て 、
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　 所 定 の 材 料 に よ っ て 所 定 の 形 状 に 形 成 さ れ た 標 準 物 質 ２ と 、
　 前 記 標 準 物 質 ２ を 覆 う 部 分 に 前 記 標 準 物 質 ２ よ り も 大 き い 平 坦 部 ７ が 設 け ら れ た 透 光 性  
の カ バ ー ５ ， ６ と 、
　 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 さ れ た テ ス ト ピ ー ス １ ， １ ａ ， ２ １ ， ３ １ は 、 請 求 項 １ に 記 載 の テ ス ト  
ピ ー ス に お い て 、
　 前 記 平 坦 部 ７ と 交 差 す る 測 定 方 向 か ら 見 た 前 記 平 坦 部 ７ の 大 き さ が 、 前 記 測 定 方 向 か ら  
見 た 前 記 標 準 物 質 ２ の 外 形 よ り も 大 き い こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 さ れ た テ ス ト ピ ー ス １ ， ２ １ ， ３ １ は 、 請 求 項 ２ に 記 載 の テ ス ト ピ ー ス  
に お い て 、
　 前 記 標 準 物 質 ２ は 、 前 記 平 坦 部 ７ の 外 周 に 連 続 す る 側 周 部 ８ か ら 離 間 し た 位 置 に 固 定 さ  
れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 さ れ た テ ス ト ピ ー ス １ ， ２ １ ， ３ １ は 、 請 求 項 ３ に 記 載 の テ ス ト ピ ー ス  
に お い て 、
　 前 記 標 準 物 質 ２ は 、 前 記 側 周 部 ８ の 中 央 に 固 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 さ れ た テ ス ト ピ ー ス １ ， ２ １ ， ３ １ は 、 請 求 項 ４ に 記 載 の テ ス ト ピ ー ス  
に お い て 、
　 前 記 カ バ ー ５ ， ６ は 、 平 板 状 の 第 １ 部 材 ６ と 、 前 記 側 周 部 ８ と 前 記 平 坦 部 ７ が 形 成 さ れ  
た 第 ２ 部 材 ５ と に よ っ て 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 さ れ た テ ス ト ピ ー ス １ ， ３ １ は 、 請 求 項 ５ に 記 載 の テ ス ト ピ ー ス に お い  
て 、
　 前 記 平 坦 部 ７ と 対 面 す る よ う に 前 記 第 １ 部 材 ６ と 前 記 第 ２ 部 材 ５ の 間 に 挟 持 さ れ た 基 体  
３ を さ ら に 有 し 、 前 記 標 準 物 質 ２ が 前 記 基 体 ３ に 固 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 請 求 項 ７ に 記 載 さ れ た テ ス ト ピ ー ス ２ １ は 、 請 求 項 ５ に 記 載 の テ ス ト ピ ー ス に お い て 、
　 前 記 標 準 物 質 ２ が 前 記 平 坦 部 ７ と 対 面 す る よ う に 前 記 第 １ 部 材 ６ に 固 定 さ れ て い る こ と  
を 特 徴 と し て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た テ ス ト ピ ー ス に よ れ ば 、 標 準 物 質 を 覆 う カ バ ー の 一 部 分 に は 、 標  
準 物 質 よ り も 大 き い 平 坦 部 が 設 け ら れ て い る た め 、 平 坦 部 の 外 縁 の 内 方 に 標 準 物 質 を 配 置  
す る 構 成 を 採 用 で き る た め 、 標 準 物 質 の 外 形 を 正 確 に 測 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 さ れ た テ ス ト ピ ー ス に よ れ ば 、 測 定 方 向 か ら 見 た 平 坦 部 の 大 き さ が 、 測  
定 方 向 か ら 見 た 標 準 物 質 の 外 形 よ り も 大 き い た め 、 平 坦 部 の 外 縁 と 標 準 物 質 の 間 に 間 隙 が  
生 じ る よ う に 標 準 物 質 を 配 置 す る 構 成 が 採 用 で き る た め 、 標 準 物 質 の 外 形 を 正 確 に 測 定 す  
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 さ れ た テ ス ト ピ ー ス に よ れ ば 、 平 坦 部 を 囲 む 側 周 部 か ら 離 れ た 内 方 の 位  
置 に 標 準 物 質 が 固 定 さ れ て い る 。 こ の た め 、 反 射 光 で 標 準 物 質 の 外 形 を 測 定 す る 場 合 に は  
、 標 準 物 質 で 反 射 し た 光 は 、 側 周 部 を 透 過 し て 屈 折 す る こ と な く 平 坦 部 の み を 透 過 し て 直  
進 す る た め 、 標 準 物 質 の 外 形 を 正 確 に 測 定 す る こ と が で き る 。 ま た 、 透 過 光 で 標 準 物 質 の  
外 形 を 測 定 す る 場 合 に は 、 標 準 物 質 の 影 と 、 側 周 部 の 影 は 、 標 準 物 質 と 側 周 部 の 間 を 通 過  
し て 平 坦 部 を 透 過 す る 環 状 の 光 に よ っ て 区 分 さ れ 、 互 い に 重 な る こ と が な い た め 、 標 準 物  
質 の 外 縁 又 は 輪 郭 を 画 像 か ら 正 確 に 認 識 す る こ と が で き 、 標 準 物 質 の 外 形 を 正 確 に 測 定 す  
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る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 さ れ た テ ス ト ピ ー ス に よ れ ば 、 標 準 物 質 は 側 周 部 の 中 央 に 固 定 さ れ て い  
る た め 、 標 準 物 質 の 影 と 、 側 周 部 の 影 は 、 標 準 物 質 と 側 周 部 の 間 を 通 過 し て 平 坦 部 を 透 過  
し て 直 進 す る 環 状 の 光 に よ っ て 区 分 さ れ 、 互 い に 重 な る こ と が な い 。 こ の た め 、 標 準 物 質  
の 外 縁 又 は 輪 郭 を 画 像 か ら 正 確 に 認 識 す る こ と が で き 、 標 準 物 質 の 外 形 を 正 確 に 測 定 す る  
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 さ れ た テ ス ト ピ ー ス に よ れ ば 、 請 求 項 １ 乃 至 ４ に 記 載 さ れ た テ ス ト ピ ー  
ス に よ る 効 果 を 、 平 板 状 の 第 １ 部 材 と 、 側 周 部 と 平 坦 部 が 形 成 さ れ た 平 板 状 の 第 ２ 部 材 か  
ら な る 部 品 点 数 の 少 な い 簡 易 な 構 成 に よ っ て 容 易 に 達 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 さ れ た テ ス ト ピ ー ス に よ れ ば 、 標 準 物 質 が 基 体 に 固 定 さ れ て い る た め 、  
第 １ 部 材 と 第 ２ 部 材 の 間 に 基 体 を 挟 む だ け で 標 準 物 質 を 側 周 部 の 中 央 に 容 易 に 位 置 決 め で  
き 、 比 較 的 小 さ い 部 品 で あ る 標 準 物 質 の 取 り 扱 い が 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 請 求 項 ７ に 記 載 さ れ た テ ス ト ピ ー ス に よ れ ば 、 標 準 物 質 を 第 １ 部 材 に 直 接 固 定 し て い る  
た め 、 第 １ 部 材 と 第 ２ 部 材 の 間 に 標 準 物 質 を 固 定 す る た め の 第 ３ の 部 材 を 必 要 と す る こ と  
な く 、 少 な い 部 品 点 数 で テ ス ト ピ ー ス を 構 成 す る こ と が で き る 。 ま た 、 透 過 光 で 標 準 物 質  
の 外 径 を 測 定 す る 場 合 、 光 が 透 過 す る 部 材 が 標 準 物 質 と 第 １ 及 び 第 ２ 部 材 の み な の で 、 撮  
影 に よ り 得 ら れ る 標 準 物 質 の 影 と 側 周 部 の 影 の コ ン ト ラ ス ト が 強 く な り 、 標 準 物 質 の 外 縁  
又 は 輪 郭 が よ り 明 瞭 と な り 、 標 準 物 質 の 外 径 の 測 定 を よ り 正 確 に 行 な う こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 第 １ 実 施 形 態 の テ ス ト ピ ー ス の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 第 １ 実 施 形 態 の テ ス ト ピ ー ス を 構 成 す る 第 ２ 部 材 の 製 造 工 程 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 １ 実 施 形 態 の テ ス ト ピ ー ス の 製 造 工 程 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 第 １ 実 施 形 態 の テ ス ト ピ ー ス に お け る 反 射 光 を 用 い た 標 準 物 質 の 外 形 の 測 定 を 説  
明 す る た め の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 第 １ 実 施 形 態 の テ ス ト ピ ー ス に お け る 透 過 光 を 用 い た 標 準 物 質 の 外 形 の 測 定 を 説  
明 す る た め の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 第 １ 実 施 形 態 の 変 形 例 の テ ス ト ピ ー ス に お け る 透 過 光 を 用 い た 標 準 物 質 の 外 形 の  
測 定 を 説 明 す る た め の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 第 ２ 実 施 形 態 の テ ス ト ピ ー ス の 製 造 工 程 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 第 ３ 実 施 形 態 の テ ス ト ピ ー ス の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 多 連 タ イ プ で あ る 従 来 の テ ス ト ピ ー ス の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 単 品 タ イ プ で あ る 従 来 の テ ス ト ピ ー ス の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 単 品 タ イ プ で あ る 従 来 の テ ス ト ピ ー ス の 製 造 工 程 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 単 品 タ イ プ で あ る 従 来 の テ ス ト ピ ー ス に お け る 反 射 光 を 用 い た 標 準 物 質 の 外 形  
の 測 定 を 説 明 す る た め の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 多 連 タ イ プ で あ る 従 来 の テ ス ト ピ ー ス に お け る 透 過 光 を 用 い た 標 準 物 質 の 外 形  
の 測 定 を 説 明 す る た め の 断 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 図 １ ～ 図 ８ を 参 照 し て 説 明 す る 。 各 図 面 に 示 す 実 施 形  
態 の 構 成 要 素 は 、 必 ず し も 実 物 ・ 現 物 と 同 一 の 構 成 を 忠 実 に 表 す も の で は な く 、 明 細 書 の  
記 載 と 整 合 的 に 理 解 さ れ る よ う に 模 式 的 に 表 現 し て い る 場 合 も あ り 、 ま た 各 構 成 要 素 の 寸  
法 比 は 、 実 際 の 寸 法 比 と 必 ず し も 一 致 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 １ ～ 図 ５ を 参 照 し て 第 １ 実 施 形 態 の テ ス ト ピ ー ス １ に つ い て 説 明 す る 。
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　 図 １ を 参 照 し て 第 １ 実 施 形 態 の テ ス ト ピ ー ス １ の 構 造 を 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 第 １ 実 施 形 態 の テ ス ト ピ ー ス １ の 断 面 図 で あ る 。 こ の テ ス ト ピ ー ス １ は 標 準 物  
質 ２ が １ 個 で あ る 単 品 タ イ プ で あ る 。 図 １ に 示 す よ う に 、 こ の テ ス ト ピ ー ス １ は 、 基 体 と  
し て の 平 板 状 の 台 紙 ３ と 、 図 示 し な い 接 着 剤 等 の 固 定 手 段 で 台 紙 ３ の 上 に 取 り つ け ら れ た  
球 形 の 標 準 物 質 ２ と 、 テ ス ト ピ ー ス １ を 覆 う 収 容 部 ４ が 形 成 さ れ た 第 ２ 部 材 と し て の 上 側  
カ バ ー ５ と 、 略 平 板 状 で あ る 第 １ 部 材 と し て の 下 側 カ バ ー ６ を 備 え て お り 、 上 側 カ バ ー ５  
と 下 側 カ バ ー ６ は 、 台 紙 ３ の 外 周 を 挟 ん で 外 周 縁 部 で 一 体 化 さ れ て 標 準 物 質 ２ を 覆 っ て い  
る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 上 側 カ バ ー ５ の 収 容 部 ４ は 、 そ の 上 面 に 平 坦 部 ７ を 備 え て い る 。 平  
坦 部 ７ は 、 収 容 部 ４ 以 外 の 下 側 カ バ ー ６ の 平 坦 な 部 分 と 略 平 行 で あ り 、 そ の 形 状 は 平 面 視  
（ 図 １ に お い て 紙 面 に 平 行 な 下 向 き 方 向 の 視 線 ） に お い て 円 形 で あ る 。 上 側 カ バ ー ５ の 収  
容 部 ４ は 、 こ の 平 坦 部 ７ の 外 周 に 連 続 し て 形 成 さ れ た 側 周 部 ８ を 備 え て い る 。 側 周 部 ８ は  
、 収 容 部 ４ 以 外 の 下 側 カ バ ー ６ の 平 坦 な 部 分 と 平 坦 部 ７ を 接 続 す る 部 分 で あ る 。 従 っ て 、  
上 側 カ バ ー ５ の 収 容 部 ４ は 、 全 体 と し て 円 錐 台 形 状 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 １ に お い て 、 標 準 物 質 ２ を カ メ ラ で 撮 影 し て 外 径 を 測 定 す る 場 合 、 そ の 測 定 方 向 （ 撮  
影 方 向 ） は 、 平 坦 部 ７ の 平 面 と 直 交 す る 方 向 、 す な わ ち 図 １ に お い て 紙 面 に 平 行 な 下 向 き  
方 向 で あ る 。 こ の 測 定 方 向 か ら 見 た 場 合 、 平 坦 部 ７ の 外 径 及 び 内 径 は 、 測 定 方 向 か ら 見 た  
標 準 物 質 ２ の 外 径 よ り も 十 分 に 大 き い 。 そ し て 、 標 準 物 質 ２ は 、 周 状 で あ る 側 周 部 ８ の 略  
中 央 の 位 置 に 固 定 さ れ て い る 。 従 っ て 、 標 準 物 質 ２ は 、 側 周 部 ８ か ら 離 間 し て お り 、 標 準  
物 質 ２ と 側 周 部 ８ の 間 に は 十 分 な 間 隔 が 設 け ら れ て い る 。 こ こ で 、 以 上 の 説 明 に お け る 「  
十 分 」 と の 語 は 、 後 述 す る 標 準 物 質 ２ の 外 径 の 測 定 に お い て 、 側 周 部 ８ の 影 と 標 準 物 質 ２  
の 影 が 分 離 し て 撮 影 で き る 程 度 に 側 周 部 ８ と 標 準 物 質 ２ が 離 れ て い る こ と を 意 味 し て い る  
。 な お 、 標 準 物 質 ２ と 平 坦 部 ７ の 間 隔 も 、 標 準 物 質 ２ と 側 周 部 ８ の 間 隔 と 同 程 度 に 離 れ て  
い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ２ 及 び 図 ３ を 参 照 し て 第 １ 実 施 形 態 の テ ス ト ピ ー ス １ の 製 造 工 程 を 説 明 す る 。
　 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 任 意 の 加 熱 手 段 で 加 熱 し て 軟 化 し た 樹 脂 製 の 上 側 カ バ ー ５ を  
、 真 空 成 形 装 置 １ ０ を 用 い て 成 形 す る 。 真 空 成 形 装 置 １ ０ は 、 上 側 カ バ ー ５ の 収 容 部 ４ に  
対 応 し た 円 錐 台 形 状 の 突 出 部 １ １ と 、 突 出 部 １ １ に 連 続 す る 平 板 部 １ ２ と か ら な る 成 形 型  
１ ３ を 有 し て い る 。 突 出 部 １ １ の 内 部 は 空 洞 １ ４ で あ り 、 突 出 部 １ １ の 上 面 に は 空 洞 １ ４  
に 連 通 す る 貫 通 孔 １ ５ が 形 成 さ れ て い る 。 平 板 部 １ ２ に は 、 空 洞 １ ４ に 連 通 す る 吸 引 管 １  
６ の 一 端 が 接 続 さ れ て お り 、 吸 引 管 １ ６ の 他 端 に は 図 示 し な い 吸 引 装 置 が 接 続 さ れ て い る  
。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 加 熱 さ れ て 軟 化 し た 樹 脂 製 の 上 側 カ バ ー ５ を 、 真 空 成 形 装 置  
１ ０ の 成 形 型 １ ３ に 被 せ る 。 吸 引 装 置 を 作 動 さ せ 、 矢 印 で 示 す よ う に 空 洞 １ ４ 内 に 負 圧 を  
発 生 さ せ る 。 軟 化 し た 樹 脂 製 の 上 側 カ バ ー ５ は 、 空 洞 １ ４ 内 に 発 生 し た 負 圧 に よ っ て 成 形  
型 １ ３ に 被 着 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ２ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 負 圧 に よ る 所 定 の 成 形 時 間 が 経 過 し た 後 、 成 形 型 １ ３ の 形 状  
に 成 形 さ れ た 樹 脂 製 の 上 側 カ バ ー ５ を 、 真 空 成 形 装 置 １ ０ の 成 形 型 １ ３ か ら 取 り 外 す 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 標 準 物 質 ２ を 取 り つ け た 台 紙 ３ を 下 側 カ バ ー ６ の 上 面 の 略 中  
央 に 配 置 し 、 標 準 物 質 ２ が 収 容 部 ４ に 覆 わ れ る よ う に 上 側 カ バ ー ５ を 台 紙 ３ の 上 に 被 せ 、  
図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 上 側 カ バ ー ５ と 下 側 カ バ ー ６ の 外 周 縁 部 を 加 熱 圧 着 装 置 ３ ０ ０  
で 挟 持 し て ヒ ー ト シ ー ル す れ ば 、 第 １ 実 施 形 態 の テ ス ト ピ ー ス １ が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ４ 及 び 図 ５ を 参 照 し て 第 １ 実 施 形 態 の テ ス ト ピ ー ス １ に お け る 標 準 物 質 ２ の 外 径 の 測  



10

20

30

40

50

JP 2024-66806 A 2024.5.16(8)

定 に つ い て 説 明 す る 。
　 図 ４ は 、 テ ス ト ピ ー ス １ の 上 側 カ バ ー ５ の 側 か ら カ メ ラ で 標 準 物 質 ２ を 撮 影 し て 、 そ の  
外 径 を 計 測 す る 手 法 を 示 す 図 で あ る 。 図 ４ に お い て 、 図 示 し な い カ メ ラ は 撮 影 方 向 を 下 向  
き と し て テ ス ト ピ ー ス １ の 収 容 部 ４ の 上 方 に 配 置 さ れ て お り 、 下 方 の 標 準 物 質 ２ を 上 側 カ  
バ ー ５ の 平 坦 部 ７ を 通 し て 撮 影 す る 。 テ ス ト ピ ー ス １ の 周 囲 か ら 標 準 物 質 ２ に 来 る 光 は 標  
準 物 質 ２ で 反 射 し て 周 囲 の あ ら ゆ る 方 向 に 反 射 し て い る が 、 カ メ ラ は 図 中 の 矢 印 で 示 す 上  
向 き に 反 射 し て く る 光 を 捉 え て 標 準 物 質 ２ を 撮 影 す る 。 こ の 際 、 標 準 物 質 ２ で 反 射 し て カ  
メ ラ に 向 か う 光 は 、 図 中 の 矢 印 で 示 す よ う に 、 上 側 カ バ ー ５ の 平 坦 部 ７ の み を 透 過 し て カ  
メ ラ に 向 か う た め 、 撮 影 し た 標 準 物 質 ２ の 外 径 Ｄ は 実 寸 の 通 り で あ り 、 反 射 光 を 用 い た 撮  
影 に よ り 標 準 物 質 ２ の 外 径 Ｄ を 正 確 に 計 測 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ５ は 、 テ ス ト ピ ー ス １ の 下 側 カ バ ー ６ の 下 方 か ら 光 を 上 向 き に 照 射 し 、 上 側 カ バ ー ５  
の 平 坦 部 ７ の 上 方 に 下 向 き で 配 置 し た カ メ ラ に よ っ て 標 準 物 質 ２ を 撮 影 し 、 そ の 外 径 を 計  
測 す る 手 法 を 示 す 図 で あ る 。 図 ５ （ ｂ ） に お い て 、 上 向 き の 矢 印 で 示 す よ う に 、 テ ス ト ピ  
ー ス １ の 下 方 か ら 上 方 に 向 け て 照 射 さ れ た 光 は 、 テ ス ト ピ ー ス １ の 透 過 光 と し て カ メ ラ に  
よ り 撮 影 さ れ る 。 こ こ で 、 標 準 物 質 ２ は 、 平 坦 部 ７ を 囲 む 側 周 部 ８ か ら 離 れ た 内 方 の 位 置  
に 固 定 さ れ て い る の で 、 図 ５ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 標 準 物 質 ２ の 影 Ｓ １ と 、 側 周 部 ８ の 影  
Ｓ ２ は 、 標 準 物 質 ２ と 側 周 部 ８ の 間 隔 を 通 過 し て 平 坦 部 ７ を 透 過 直 進 す る 環 状 光 Ｌ に よ っ  
て 区 分 さ れ 、 互 い に 重 な る こ と が な い 。 従 っ て 、 標 準 物 質 ２ の 外 縁 又 は 輪 郭 を 画 像 か ら 正  
確 に 認 識 す る こ と が で き 、 標 準 物 質 ２ の 外 径 を 正 確 に 測 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 第 １ 実 施 形 態 の テ ス ト ピ ー ス １ に よ れ ば 、 標 準 物 質 ２ が 台 紙 ３ に 固 定 さ れ て い る  
た め 、 台 紙 ３ の 位 置 を 決 め て 上 側 カ バ ー ５ と 下 側 カ バ ー ６ の 間 に 挟 む だ け で 標 準 物 質 ２ を  
側 周 部 ８ の 中 央 に 容 易 に 位 置 決 め で き る の で 、 小 さ い 標 準 物 質 ２ で あ っ て も 取 り 扱 い が 容  
易 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ６ を 参 照 し て 第 １ 実 施 形 態 の 変 形 例 で あ る テ ス ト ピ ー ス １ ａ を 説 明 す る 。
　 図 ６ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 こ の テ ス ト ピ ー ス １ ａ は 、 第 １ 実 施 形 態 の テ ス ト ピ ー ス １ と  
１ 点 を 除 い て 同 一 の 構 造 で あ る 。 異 な る 点 は 、 標 準 物 質 ２ が 、 前 記 撮 影 方 向 か ら 見 て 、 テ  
ス ト ピ ー ス １ ａ の 平 坦 部 ７ の 中 央 又 は 側 周 部 ８ の 中 央 か ら 外 れ た 位 置 に 固 定 さ れ て お り 、  
標 準 物 質 ２ が 側 周 部 ８ の 内 面 に 実 質 的 に 接 し て い る 点 で あ る 。 な お 各 構 成 要 素 に は 第 １ 実  
施 形 態 の 図 面 と 同 一 の 符 号 を 付 し て 第 １ 実 施 形 態 の 説 明 を 援 用 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ６ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 変 形 例 の テ ス ト ピ ー ス １ ａ に よ れ ば 、 標 準 物 質 ２ が 側 周 部 ８  
に 接 し て い る 部 分 で は テ ス ト ピ ー ス １ ａ の 上 方 に 光 が 透 過 し な い 。 こ の た め 、 図 ６ （ ａ ）  
に 示 す よ う に 、 標 準 物 質 ２ の 影 Ｓ １ と 、 側 周 部 ８ の 影 Ｓ ２ は 、 標 準 物 質 ２ と 側 周 部 ８ の 間  
隔 を 通 過 し て 平 坦 部 ７ を 透 過 す る 環 状 光 Ｌ に よ っ て 大 部 分 で は 区 分 さ れ る が 、 標 準 物 質 ２  
が 側 周 部 ８ に 接 し て い る 部 分 で は 互 い に 接 し て い る た め 、 当 該 部 分 に つ い て は 標 準 物 質 ２  
の 外 縁 又 は 輪 郭 が 若 干 不 明 瞭 に な る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 従 っ て 、 標 準 物 質 ２ の 外 縁 又 は 輪 郭 を 画 像 か ら 正 確 に 認 識 し う る 効 果 は 、 第 １ 実 施 形 態  
に 較 べ れ ば 若 干 弱 い が 、 標 準 物 質 ２ の 影 Ｓ １ が 円 形 で あ る こ と は 認 識 で き る 。 従 っ て 、 影  
Ｓ １ に 対 し て 適 当 な 測 定 位 置 を 設 定 す れ ば 、 標 準 物 質 ２ の 影 Ｓ １ と 側 周 部 ８ の 影 Ｓ ２ が 全  
周 で 重 な る 図 １ ３ に 示 し た 従 来 の テ ス ト ピ ー ス １ と は 異 な り 、 円 形 の 影 Ｓ １ の 外 径 を 測 定  
す る こ と は 可 能 で あ り 、 従 来 の テ ス ト ピ ー ス １ に 較 べ れ ば 標 準 物 質 ２ の 外 径 の 測 定 を よ り  
正 確 に 行 な う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ７ を 参 照 し て 第 ２ 実 施 形 態 の テ ス ト ピ ー ス ２ １ を 説 明 す る 。
　 こ の テ ス ト ピ ー ス ２ １ は 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 、 標 準 物 質 ２ が １ 個 で あ る 単 品 タ イ プ で  
あ る 。 但 し 、 図 ７ か ら 理 解 さ れ る よ う に 、 第 ２ 実 施 形 態 の テ ス ト ピ ー ス ２ １ は 、 第 １ 実 施  
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形 態 と は 異 な り 、 標 準 物 質 ２ が 取 り つ け ら れ る 基 体 と し て の 台 紙 ３ を 有 し な い 。 標 準 物 質  
２ は 、 接 着 剤 等 の 固 定 手 段 に よ っ て 下 側 カ バ ー ６ の 上 面 に 直 接 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 第 ２ 実 施 形 態 の テ ス ト ピ ー ス ２ １ を 製 造 す る 手 順 は 次 の 通 り で あ る 。 第 １ 実 施 形 態 の 場  
合 と 同 様 に 、 平 坦 部 ７ を 備 え た 収 容 部 ４ を 有 す る 上 側 カ バ ー ５ を 成 形 工 程 に よ り 作 製 し て  
お く 。 図 ７ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 下 側 カ バ ー ６ の 所 定 位 置 に 標 準 物 質 ２ を 固 定 し 、 前 記 撮  
影 方 向 か ら 見 て 平 坦 部 ７ 又 は 側 周 部 ８ の 中 央 に 標 準 物 質 ２ が 配 置 さ れ る よ う に 、 上 側 カ バ  
ー ５ を 下 側 カ バ ー ６ の 上 に 被 せ る 。 そ し て 、 図 ７ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 上 側 カ バ ー ５ と 下  
側 カ バ ー ６ の 外 周 縁 部 を 加 熱 圧 着 装 置 ３ ０ ０ で 挟 持 し て ヒ ー ト シ ー ル す れ ば 、 第 ２ 実 施 形  
態 の テ ス ト ピ ー ス ２ １ が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 第 ２ 実 施 形 態 の テ ス ト ピ ー ス ２ １ に よ れ ば 、 標 準 物 質 ２ を 下 側 カ バ ー ６ に 直 接 固 定 し て  
い る た め 、 台 紙 ３ が 不 要 で あ り 、 少 な い 部 品 点 数 で テ ス ト ピ ー ス ２ １ を 構 成 す る こ と が で  
き る 。 ま た 、 透 過 光 で 標 準 物 質 ２ の 外 径 を 測 定 す る 場 合 、 光 が 透 過 す る 部 材 が 標 準 物 質 ２  
と 上 下 の カ バ ー ５ ， ６ の み な の で 、 撮 影 に よ り 得 ら れ る 標 準 物 質 ２ の 影 と 側 周 部 ８ の 影 の  
コ ン ト ラ ス ト が 強 く な り 、 標 準 物 質 ２ の 外 縁 又 は 輪 郭 が よ り 明 瞭 と な り 、 標 準 物 質 ２ の 外  
径 の 測 定 を よ り 正 確 に 行 な う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 ８ を 参 照 し て 第 ３ 実 施 形 態 の テ ス ト ピ ー ス ３ １ を 説 明 す る 。
　 図 ８ は 、 第 ３ 実 施 形 態 の テ ス ト ピ ー ス ３ １ の 断 面 図 で あ る 。 こ の テ ス ト ピ ー ス ３ １ は ５  
個 の 標 準 物 質 ２ を 有 す る 多 連 タ イ プ で あ る 。 こ の テ ス ト ピ ー ス ３ １ は 、 台 紙 ３ と 、 台 紙 ３  
の 上 に 一 列 に 取 り つ け ら れ た ５ 個 の 球 形 の 標 準 物 質 ２ と 、 各 標 準 物 質 ２ を 覆 う 平 坦 部 ７ を  
備 え た ５ 個 の 収 容 部 ４ が 一 列 に 形 成 さ れ た 上 側 カ バ ー ５ と 、 平 板 状 の 下 側 カ バ ー ６ を 備 え  
て い る 。 ５ 個 の 標 準 物 質 ２ は 、 そ の 外 径 が 互 い に 異 な っ て お り 、 外 径 の 大 き さ の 順 に 並 ん  
で い る 。 上 側 カ バ ー ５ の ５ 個 の 収 容 部 ４ は 、 各 標 準 物 質 ２ の 外 径 と 対 応 す る よ う に 内 径 が  
定 め ら れ て お り 、 内 径 の 大 き さ の 順 に 並 ん で い る 。 そ し て 、 各 標 準 物 質 ２ が 、 対 応 す る 内  
径 の 収 容 部 ４ に 収 容 さ れ る よ う に 、 標 準 物 質 ２ を 取 り つ け た 台 紙 ３ を 上 側 カ バ ー ５ と 下 側  
カ バ ー ６ で 挟 み 、 上 側 カ バ ー ５ と 下 側 カ バ ー ６ の 外 周 縁 部 を ヒ ー ト シ ー ル し て 一 体 化 す れ  
ば 、 大 き さ の 順 に 並 べ ら れ た 外 径 が 異 な る ５ 個 の 標 準 物 質 ２ を カ バ ー で 覆 っ た 構 造 の テ ス  
ト ピ ー ス ３ １ が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 第 ３ 実 施 形 態 の テ ス ト ピ ー ス ３ １ に お い て も 、 前 述 し た 単 品 タ イ プ の 実 施 形 態 の テ ス ト  
ピ ー ス １ と 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 以 上 説 明 し た 実 施 形 態 及 び 変 形 例 で は 、 標 準 物 質 ２ の 外 形 を 球 状 と し た が 、 そ の 外 形 を  
球 状 に 限 定 す る も の で は な く 、 例 え ば 線 状 、 円 板 形 等 で も よ く 、 線 状 で あ れ ば 直 径 と 長 さ  
を 測 定 し て 標 準 物 質 ２ と し て の 種 類 を 確 認 す る こ と が で き 、 ま た 円 板 形 で あ れ ば 直 径 と 厚  
さ を 測 定 し て 標 準 物 質 ２ と し て の 種 類 を 確 認 す る こ と が で き る 。 ま た 、 標 準 物 質 ２ の 材 質  
も 特 に 限 定 し な い 。 ま た 、 多 連 タ イ プ の 場 合 は 、 標 準 物 質 ２ の 個 数 も 特 に 限 定 し な い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 １ ， １ ａ ， ２ １ ， ３ １ … テ ス ト ピ ー ス
　 ２ … 標 準 物 質
　 ３ … 基 体 と し て の 台 紙
　 ４ … 収 容 部
　 ５ … 第 ２ 部 材 と し て の 上 側 カ バ ー
　 ６ … 第 １ 部 材 と し て の 下 側 カ バ ー
　 ７ … 平 坦 部
　 ８ … 側 周 部
　 １ ０ … 真 空 成 形 装 置
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　 ３ ０ ０ … 加 熱 圧 着 装 置
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】
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